
1987年９月４日

第58回日本細菌学会関東支部総会を開催するにあたって

総会長緒方幸雄

既にご承知のことと存じますが，表記総会を今秋10月15日

（木）と16日（金）の２日間に亘り，野口英世記念館講堂にお

いて開催致します。

会員の方から出題頂いた演題数は現在総数25件で，例年の

ように医学，薬学，獣医学の各分野からのご発表が両日にご

ざいます。

今回は一般演題と都合によりシンポジウムを行わずに特別

講演を２題，それぞれの道の大家にご出場をお願い申し上げ

ました。！ 

第１日は東京都衛生研究所々長の大橋誠博士

による「東南アジアにおける腸管系感染症の現

状」と云う演題で御講演を承ります。申し上げ

る迄もなく博士は腸管系感染症について広範囲

の御研究を一貫して今日まで続けられておられ，

その中から今回は特に上記表題を取り上げて頂

きました。博士は毎年のように東南アジアにお

ける感染症の実態調査のリーダーとして，また

現地に出向され研究調査員を指導されるなど，

現地での予防対策に，わが国への輸入防止策に

活躍されておられます。最新憎報を基に東南ア

ジアの現状ならびに予防対策についても言及し

て下さるものと存じます。

第２日は実験動物中央研究所々長の野村達次

博士による「モデル動物の現況と将来の展望」

と云うテーマで北里研究所の合田朗博士を座長

に御講演をされます。動物実験の基本を説かれ，

例えばヒトに発現する病態を動物にも発現する

ようにヒトＤＮＡ遺伝子を動物に導入し，その

'病態の解明を動物レベルで行なうこと，あるい

はＨＶＪ汚染の危倶のないＨＶＪ感染抵抗性動

物の改良や日和見感染菌の同定や免疫との関係

を解明する目的に用いることのできる動物の改

良など,現時点そして将来への疾病の解明に適し

たモデル動物について永年の経験を生かされた

夢を現実のレベルへ移されたまた移されること

をお話し下さいます。またわが国でも問題とし

て取り上げられはじめた動物の福祉について，

日常動物を手にしている会員にとって今後の動

物の使い方についての福祉の面からの指針も承

われるものと存じます。

昨年評議会の御推繭により木村支部長から名

誉ある支部総会々長の御下命を承り，微力なが

ら目下よき活発な総会が開催されますよう努力

致しております。何卒よろしく御援助の程承り

度<お願い申し上げると共に当日の御参加を心

よりお待ち申し上げております。
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第５７回日本細菌学会関東支部総会を開催して

総会長金井興美

演者は根路銘国昭，小島朝人，渡辺治雄，上原

至雅，鈴木日出夫の各氏で，お仕事の内容とい

い，プレゼンテイションの明快さといい，それ

ぞれの領域の推進者としての貫録を示すもので

あった。

午後の「病原微生物の進化と人類」は，細菌

学会としても始めての取りあげ方であり，企画

者としての私にもはじめ危倶の念がなかったわ

けではない。

しかし，「古細菌の生化学的研究｣，「細菌の

毒素遺伝子の起源と進化｣，「免疫系の由来と進

化」から「Ｂ型肝炎ウイルスからみたウイルス

と人間との自然史」の話題に移り，最後は「伝

染病と文明の変避」に至る一連のお話をお聞き

して，私たちはそこに不迎続ながらひとつの筋

道を発見し，それなりの相互関係を感じること

ができたように思った。時には実験室の日常性

から離れて微生物や人間を考え，そこからまた

私たちの現実に戻るという精神的過程が，この

シンポジウムの４時間足らずの中でできたとす

れば，望外の喜びである。大島泰郎，山本達男，

村松繁，西岡久寿弥，福見秀雄の各氏を演者と

する大型シンポジウムであるが，お話の軽妙さ

もあって，飽きることのない楽しい時間であっ

た。

総会終了後２時間にわたる懇談会を会場内レ

ストラン「ガーナ」で開催した。これも誠に盛

会であった。

さいごに本学会開催に当ってご援助下さった

木村支部会長はじめ支部評議員の諸先生に心か

ら感謝いたします。

６２年６日８日，第57回支部総会を野口英世記

念会館で開M1した。数日来の猛暑にもかかわら

ず，200名をはるかに超える会員の参加を得て

盛会であったし，それに「面白かった」とのご

感想を多々いただいて，企画側としてはほっと

した思いであった。

前期総会の慣例により，シンポジウムのみで

運営し，午前は「生物製剤開発における新しい

発想｣，午後は「病源微生物の進化と人類」を

テーマとし，それぞれは５演題で櫛成された。

前者は病気の制御を目的とする現実的な問題で

あり．後者は「自然」を理解したいという意味

で，微生物の進化，免疫系の進化の立場から，

人類における感染症の由来，変遷について地球

レベルで考えてみようと企画したものである。

極端に次元の異なるこれら２つのテーマにも

かかわらず，午前と午後とで参加会員の顔ぶれ

はほとんど変更がなく，しかも会場は常に満席

に近かった。また，解説的，あるいは啓蒙的内

容のためか，会場ロビーの方の人影はむしろ稀

れであった。予定したそれぞれ10分の休憩時間

を返上して進行調整にふりむけたが，質疑応答

の活発さを反映したものであった。

ワクチン，抗生物質の開発において，現在大

きな限界にぶつかっているとすれば，それを克

服するためには，発想の転換と新しい生物技術

の利用とが必要であろう。午前における５つの

演題はいずれもそうした努力がみなされている

最中のものであるが，それらの試みを現実に人

体に使用可能のものにするには，なお数々の壁

をのりきる工夫が要求されるように理解された。

日米医学協力研究会コレラ専門部会
（通称日米コレラ）２２年のあゆみ

東邦大学医学部微生物学教室神中寛

1965年１月にホノルルでＮＩＨ主催のコレラ広がりつつあったコレラの流行がきっかけで始

研究会殿が開催された。１９４６，７年頃を境としまった新しい研究の結果がその頃から登場して

て文明諸国ではコレラという病気は忘れられたきたのであった。

ものとなり，その研究もぐっと下火になってい一方その少し前に日米両国政府間で，日米が
たが，1961年頃からインドネシアを中心として協力してアジア全住民の健康と福祉のための計
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画，すなわち「日米医学協力計画」を実施する

取り決めが出来ていて，その主題の一つとして

コレラも選ばれていた。正式の部会の発足はそ

の年の10月であり，それ以後毎年日米持ち回り

で合同シンポジウムを開催しているが実際には

上記のシンポジウムが第一回の会議であったと

了解されている。その後22年,部会長は最初の

福見秀雄先生から，武谷健二，桑原章吾，大友

信也諸先生に引き継がれ，５代目として私がこ

の４月からお引き受けすることになった。米国

側でも初代のDrCarpenter以後現在の、r、

Sackまで4人の部会長を数える。研究者の層を

考えると米国側が圧倒的に多く，我が方は常に

押されぎみとはいいながら，それでも或る時は

協力し，或る時は対抗しまた時にはリードしな

がらコレラと細菌性腸菅感染症の研究を進めて

きた。

最初の会議の内容は，疫学的観察，ワクチン

の再評価，検査法，ファージ，病原性と動物モ

デル，消化管の分泌および吸収機榔,症状と治

療などで，コレラ以外の菌では腸炎ピプリオが

顔を出している。Finkelsteinのコレラ毒素はま

だ模索中で，下痢についても輸液の基礎はほぼ

固まっていたが，その機構についてはまだナト

リウムポンプ説が提出された程度であった。コ

レラ毒素の単離と精製は1969年の第５回のシン

ポジウムで発表され，同じ時にサイクリック

ＡＭＰも登場した。1970年にはＮＡＧと大腸菌

の毒素が，1973年には毒素のＡＢ栂造とそのレ

セプターが発表された。コレラ毒素のアデニル

酸シクラーゼ活性化機構はその後数年かかって

明らかにされ，大腸菌定着因子の報告，コレラ

および大腸菌毒素の一次槽造と全遺伝子の櫛造

の解明と続いてゆく。その間，トキゾイドワク

チンが無効であることが解ったり，生菌ワクチ

ンに思いも依らない副作用があったり，という

こともあったが，昨年に至って死菌とＢサプユ

ニットの混合ワクチンがコレラの予防に相当の

効果があることが見いだされた。というのがこ

の22年間に発表された主なトピックスであろう。

研究が進むにつれ，コレラは決して孤立した

特別の疾患ではないこともわかり，大腸菌やピ

プリオ類だけでなく，赤痢菌もカンピロバクタ

ーも，エルシニアも我々の研究対象になってい

るので，「コレラ」という部会名も今年から「関

連下痢疾患」という語句を伴って使用されるこ

とになりそうである。通常の学会や研究会でも

なく，科研費による研究班とも性格が一寸違う

というのがこのグループで，もちろん会費を頂

くわけにはいかず，支給される限られた研究費，

運営費の中で出来るだけ自由に（目的さえ部会

のテーマに適合していれば）やって頂くことに

なっている。

正式には５名の部会員と20名の研究員で成立

しているが部外の方を招待することもあり,｢共

同研究員」として流動的ではあるが，かなり多

数の方の参加があることを申し添えたい。以前

はシンポジウムの記録を無償で配布していたが，

現在は費用の点でそれが出来なくなり，ＫＴＫ

という出版社に委託しているので有料になって

しまった。ただモダンメディアとＪ､InfectDis・

にその概要が毎回掲戦されているので，御覧に

なったかたも多いであろう。

第二回細菌の病原`性とその分子遺伝学研究会の報告
中谷林太郎（東京医歯大）

昭和60年に第一回を開催しました鯛細菌の病第三回は，寺脇良郎教授（信州大学医学部）

原性とその分子遺伝学'，研究会の第二回研究会を世話人として，本年７月24日（金）の午後に

は，主題をパサルモネラ”として次のような次，PSC“o腕0"“”を主題として７題の研究が紹

第で開催いたしましたところ，大変多数の御参介される運びとなっています。

会を得て，きわめて有意義な成果を納めること今後も日本細菌学会，とくに関東支部会のど

ができました。木村貞夫関東支部長の御理解を支援を心からお願いいたします。
得，また関東支部からご援助を賜わりましたこ

とをここに厚く御礼申し上げます。
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第二回研究会次第

開催期日：昭和61年７月25日（金）午後１:３０－６:00

会場：東京医科歯科大学講堂

開会の挨拶第二回世話人中谷林太郎（東京医歯大）

演者（所属）演題

1．村田三紗子（都衛生局）サルモネラ症の臨床と疫学

座長松原義雄（都立豊島病院）

2．堀内三吉（東京医歯大・医）ヒト由来サルモネラのプラスミド

座長楠本一（群馬大・医）

3．寺門誠致（家畜衛試）Ｓ・“6〃〃の病原性プラスミド

座長岡村登（公衆衛生院）

事務連絡吉川昌之介（東大医科研）

4．三瀬勝利（国立衛試）サルモネラの制限酵素

座長寺脇良郎（信州大・医）

5．中村明子（予研）チフス菌・パラチフス菌のファージ型別

座長吉川昌之介（東大医科研）

6．薮内英子（岐阜大・医）ｓα〃0"eイノロオ”ｶｺﾞの細胞感染
座長竹田美文（東大医科研）

7．中谷林太郎（東京医歯大）総括

閉会の挨拶第三回世話人寺脇良郎（信州大・医）

タイ国立衛生研究所プロジェクトの紹介として

金井興美

との３月３１日，予研を定年退官した私は６月とする国内委員会を作って対応し，事前調査の

１５日以降，日本国際協力事業団(JICA）の委嘱のちこのプロジェクトを発足させた。

をうけてバンコクに常駐し，タイ国立衛生研究以来２年近くが経過するが，研究所庁舎の方

所プロジェクトにおける日本人専門家のチームはすでに完成し，この５月下旬，タイ王女を迎

リーダーとして働くことになった。これについえて開所式が行なわれた。この庁舎は研究所施

て紹介文を書くようにという支部評議員会のお設として先進国のどこに出しても見劣りのしな

すすめに小文をもってお答えすることにしたい。い行き届いたものであって，ＲＩ施設，動物舎，

わが国の経済発展に伴って開発途卜国に対すパイオハザード施設なども最新の配慮が取入れ

る援助は年毎に拡大し，国家予算がきびしく抑られている。機能と形態とが見事に整理され，

制されている中で，ＪＩＣＡの予算は国防費とと豊かな中庭をもつ左右対称の安定感のあるレイ

もIと増加をつづけている。ＪＩＣＡの実施する援アウトで構成された全景は，熱帯地区にマッチ

助事業のうち，技術協力と建物・施設等の無彼した外装をもってほとんど芸術的ですらある。

供与とは主要な援助形態であるが，最近はこの研究所の機能としては，わが国の予研，国立

２つがこみになったプロジェクトが，全体のほ衛試，公衆衛生院の性格を部分的に総合したよ

ぼ半分の件数になってきている。うな印象をうけるが，本質的にはタイにおける

タイ国立衛生研究所プロジェクトもそうしたCentralRefbrenceLaboratoryの役割を演ず

形の医療協力のひとつであって，総経費は40億るものと私は理解し，また期待している。

円に近づく程の大型のものである。タイ側の要過去１年半，多くの短期専門家が現地に赴い

請をうけたＪＩＣＡは，予研元所長の村田良介博て技術移転に貢献し，また，タイからは研修員

士と阪大微研の名誉教授深井孝之助博士を中心が来日して技術修得に努力してきた。すでに学
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集会案内

国際フロンティア研究システム・フローラ研究公開フォーラム
（第８回・埋研腸内フローラシンポジウム）

厨腸内フローラの研究方法論”

日時昭和62年11月２７日（金）１０:00～１７:００

場所ヤクルトホール（ＪＲ線・地下鉄新橋駅下車２分）

主他理化学研究所国際フロンティア研究システムフローラ研究チーム

後擾ヤクルト

間合せ先理化学研究所国際フロンティアフローラ研究チーム

電話（0484）６２－１１１１内線５０４２

プログラム

はじめにｏ光岡知足（東大・農，理研）

１．腸内フローラの構成バランスの検索法とその省力化

○解野義己（理研）

２．核酸プロープの腸内菌同定への応用ｏ原澤亮（宮崎大・腰）

３．腸内菌のプラスミドの検索法ｏ渡辺次男，熊田浩美，笹本正枝，

門多真理子（ヤクルト中研）

４．腸内菌の代謝活性の測定法Ｏ鈴木邦夫（理研）

５．腸内フローラの樹成機柵の解析法ｏ伊藤再久治（理研）

６．賜内フローラ研究におけるノトバイオートの有用性Ｏ水谷武夫（理研）

７．腸内菌による免疫応答の解析法(1)ｏ露木重雄，川島拓司（森永乳業．生物科学研

究所）山崎省二,上田雄幹(国ウ公衆衛生院）

ａ腸内菌による免疫反応の解析法(、ｏ池郁生（理研）

９．乳酸菌の廻伝子操作法ｏ今本文男（理研）

１０．鵬内菌の非タンパク態窒素利用能の検索法ｏ高橋満里子（共立女子大）

会発表の形でその成果を表現されている研修員

もおり，一方，ワクチンの自国牛産能力の養成

効果として，日脳ワクチンの最初のロットが生

産され，その品質がわが国の生物製剤基単をク

リアーするまでになった。

私が赴任してこれまで空席であったチームリ

ーダーがうまり，さらには１年以上滞在する長

期専門家も数名確保され得る状況になってきた。

ひきつづき強力な国内委員会の援助も得られる

ので，微力な私でもどうにかつとまるかと考え

てこの役をお引受けした次第である。技術擾助

の主体は感染であるので，ひろく細菌学会員の

皆様のご協力をお願いしたいと考え，原稿依頼

に応じたものである。

最後に現地の住所をお知らせして，ご挨拶と

したい。

Ｋ,Knmi 

JapaneseExpertRoom：３rdFIoor 

c/６NationallnstituteofHealth， 

DepartmentofMedica］Sciences， 

MmistryofPublicHeaIth， 

88/７Gp,4SoiBamrasnaraduraHospitaL 

TradKhuanDistrict0AmpburMuang， 

Nonthaburi，Thailand 
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第三回「細菌の病原性とその分子遺伝学」

研究会プログラム

開催期日：昭和62年７月24日（金）午後1830～5:３０

場所：東京医科歯科大学訓堂（５号館４階）東京都文京区湯島１－５－４５

演者（所属）演題

1．松本頴樹（信州大，医）緑膿菌の病原因子と遺伝解析

2．景山真（三菱化成生命研）ピオシンの遺伝学

3．中江大治（東海大，総合医学研）緑眼菌外膜の果たす薬剤自然耐性の役割

4．平山寿哉（東大医科研）緑眼菌ロイコシジンの作用機織

5．林哲也（信州大，医）緑眼菌ロイコシジンの精製と遺伝子クローニングヘのアプ

ローチ

6．井上幸江（山口大，医）ＰＳ“do加0"ａｓ”〃｡＠のトルエン分解系の調節機綱

7．松本頴樹（信州大，医）ＰＳ“`omo〃ａｓｃｅ，Ｂｃｉａのgenebank作成と適伝解析
事務局：〒108東京都港区内全台４－６－】

東京大学医科学研究所，細菌研究部研究会委員吉川昌之介

幹事笹川千尋

わが国にはない病気の研究が主であるが，会員

諸氏の参考になれば幸いである。

第２回の細菌の病原性とその分子遺伝学研究会

の報告と，第３回分はアナウンスの翻りであっ

たが，すでに終了してしまったので，そのプロ

グラムを掲載した。また本号には第58回学会

長の写真を掲載した。会長の顔を確翌するため

にも，学会に多数の会員諸兄の参加をお願いす

る次第である｡（ＳＫ.）

第６回支部評蟻員会記事

日時：昭和62年５月30日（土）

議題：

１．第57回支部総会鉱備状況(金井総会長）

２．第58回支部総会単備状況(緒方総会長）

３．各小委員会報告

４．その他：識演抄録の支部保存について

（ｲ）支部総会長は支部に醐演抄録を送付す

る，（ﾛ）支部長は他支部に識演抄録を送付す

る，しり支部長は「識演抄録の保存」につい

て次期支部長に申し送る。

◇編集後記◇

山口絹集委員長が中国へ出張中のため，小生

が編集を引き受けることになり，泥綱で仕上げ

たのであまり見映えのよくないものになった。

自分でしてみて，改めて委員長のご苦労に感謝

するものである。

さて本号には学会関係の記耶のほか，神中教

授の日米コレラ専門部会のあゆみについての記

事，金井先生のタイ国立衛研の紹介をのせた。
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